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12月定例会�

12月定例会において、各常任委員会及び特別委員会で議論となったものを各委員長がまとめたものです。�

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
六
案
件

の
う
ち
、
特
に
議
論
に
な
っ
た
の
は

「
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
議
案

で
、
公
益
法
人
へ
市
職
員
を
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
に
制
定
さ

れ
る
条
例
で
す
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興

公
社
を
公
社
の
ま
ま
運
営
す
る
た
め
に

本
人
の
同
意
に
基
づ
き
三
年
を
限
度
と

し
市
職
員
を
退
職
し
公
社
採
用
の
職
員

と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
際
職
員
に
対

し
て
格
差
是
正
に
つ
い
て
の
説
明
を
十

分
に
す
る
こ
と
、
ま
た
理
事
会
へ
の
説

明
の
時
期
、
プ
ロ
パ
ー
職
員
を
雇
用
し

な
い
経
緯
な
ど
の
議
論
を
行
っ
た
。
図

書
館
は
公
社
運
営
か
ら
直
営
に
変
わ
り

ま
す
が
、
事
業
に
つ
い
て
は
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
正
予
算
で
は
春

日
北
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
が
実
施
さ

れ
る
件
で
設
計
管
理
委
託
料
が
当
初
金

額
よ
り
三
倍
近
く
増
額
に
な
っ
た
も
の

が
な
ぜ
そ
の
ま
ま
随
意
契
約
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
の
か
な
ど
を
議
論
し
、
入

札
に
よ
る
契
約
へ
変
更
す
る
に
至
っ
た
。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
人
事
案
件
一

件
と
請
願
一
件
に
つ
い
て
、
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
」
に
つ
い

て
は
、
執
行
部
か
ら
、
国
が
示
し
た
目

標
に
沿
っ
て
、
学
識
経
験
者
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
や
一
般
市
民
か
ら
の
人
選

を
行
っ
た
と
の
説
明
を
受
け
、
全
員
が

中
野
仁
美
氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

「
就
学
援
助
の
充
実
を
要
請
す
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
体
が
適
用
す
る
就
学
援

助
に
つ
い
て
、
そ
の
す
べ
て
の
件
数
に

対
し
て
国
が
補
助
す
る
こ
と
及
び
、
ア

ト
ピ
ー
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
学

校
病
に
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国

へ
の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
内
容
で

し
た
。
長
引
く
不
況
の
も
と
で
倒
産
や

失
業
が
増
加
し
、
就
学
援
助
を
申
請
す

る
家
庭
が
ふ
え
て
い
る
中
、
国
の
補
助

が
毎
年
削
減
さ
れ
て
い
る
状
況
な
ど
を

資
料
を
も
と
に
審
査
し
、
全
員
が
採
択

す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
し
た
。

議
案
五
件
、
継
続
審
査
中
の
決
算
関

係
議
案
四
件
の
審
査
を
行
っ
た
。「
平
成

十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」
は
、
歳
出
決

算
額
六
一
億
六
、
六
九
二
万
二
千
円
、

実
質
収
支
額
は
一
億
六
、
七
二
〇
万
四

千
円
の
黒
字
決
算
だ
が
、
一
般
会
計
か

ら
の
そ
の
他
の
繰
入
と
繰
越
金
を
差
し

引
く
と
、
単
年
度
で
は
実
質
二
億
七
、

二
六
八
万
九
千
円
の
赤
字
決
算
。
被
保

険
者
数
は
二
万
七
、
八
〇
〇
人
、
収
納

率
は
九
〇
・
六
六
％
。
不
納
欠
損
額
は

七
、
七
九
三
万
円
、
収
入
未
済
額
は
九

億
二
、
一
二
八
万
八
千
円
。
そ
の
回
収

が
課
題
で
収
納
率
向
上
対
策
事
業
を
推

進
中
。「
平
成
十
三
年
度
国
保
特
別
会
計

補
正
」
で
は
、
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、

一
億
五
、
〇
〇
〇
万
二
千
円
を
増
額
し
、

六
七
億
八
、
二
四
九
万
八
千
円
と
な
っ

た
。「
平
成
十
二
年
度
老
人
保
健
医
療
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」
は
、

歳
出
決
算
額
は
六
一
億
七
、
八
八
九
万

一
千
円
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
介
護

保
険
導
入
に
よ
る
影
響
の
た
め
六
億
八
、

五
二
七
万
五
千
円
減
額
し
て
い
る
。

付
託
を
受
け
た
議
案
の
す
べ
て
を
可

決
す
る
こ
と
に
全
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。

「
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
」
の
改
正
は
開
発
行
為
に
伴
い
設

置
さ
れ
た
公
園
を
大
牟
田
第
四
児
童
公

園
と
し
て
管
理
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

「
都
市
公
園
条
例
」
の
改
正
は
上
白
水
に

設
置
さ
れ
た
「
四
季
の
み
ち
緑
地
」
の

完
成
に
よ
り
市
で
管
理
す
る
た
め
の
条

例
で
す
。
両
議
案
に
つ
い
て
は
、
現
地

調
査
を
行
い
全
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。

な
お
「
四
季
の
み
ち
緑
地
」
は
死
角
に

な
る
場
所
が
多
い
た
め
管
理
に
は
特
に

注
意
を
要
望
し
ま
し
た
。

「
都
市
開
発
資
金
特
別
会
計
補
正
予
算
」

は
購
入
に
関
す
る
契
約
の
締
結
に
よ
り

予
算
の
減
額
で
あ
り
全
員
が
原
案
に
賛

成
し
ま
し
た
。「
駐
車
場
特
別
会
計
補
正

予
算
」
は
使
用
料
の
減
額
を
主
な
内
容

と
す
る
も
の
で
委
員
会
で
は
駐
車
場
の

利
用
促
進
に
つ
い
て
周
辺
住
民
と
の
懇

談
会
の
開
催
な
ど
を
要
望
し
全
員
が
賛

成
し
ま
し
た
。
他
の
一
件
に
つ
い
て
も

全
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た
「
平
成

十
二
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
」
に
つ
い
て
、
議
会
閉
会
中
に
四
日

間
に
わ
た
り
審
査
を
行
っ
た
。

平
成
十
二
年
度
決
算
は
実
質
収
支
額

に
お
い
て
は
黒
字
決
算
と
な
り
、
前
年

度
の
実
質
収
支
額
を
除
い
た
単
年
度
収

支
額
も
黒
字
に
な
っ
て
お
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
八
名
、
反
対
一
名
の
賛
成

多
数
で
本
議
案
を
認
定
し
た
。

審
査
の
過
程
で
は
、
市
税
の
収
納
率

向
上
の
抜
本
的
対
策
の
必
要
性
、
保
育

所
・
公
民
館
等
の
老
朽
化
対
策
、
中
小

企
業
事
業
資
金
融
資
事
業
に
つ
い
て
市

内
業
者
へ
の
周
知
徹
底
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
、
歳
入
に
お
け
る
不
納

欠
損
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
解
消
に

向
け
て
よ
り
一
層
の
研
究
・
努
力
を
す

る
よ
う
執
行
部
に
要
望
し
た
。

総
務
委
員
会

文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

四季のみち緑地の現地調査を行う建設委員会

建
設
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会


